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+ = 

「オープン」を意味する "aperto" と 
「メリット」を意味する "mereo"という 
2つのラテン語を融合した造語． 
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Sakai Community History 
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 
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October 24, 2014 5 

カンファレンス概要 

 サンディエゴ，2013年6月2 – 7日 
 大会LogoからJasigとSakaiのマークはなくなった． 
 
 参加者 
 全体  400名 (450名@2012) 
 日本  15名 
京都 3, 名古屋 2, 法政 2, 関西 1, 熊本 1 
KEL 2, NSsol 2, ANI 2 
 

 セッション 138 
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セッション 

2012年度分類 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2013年度分類 

Software Design and 
Development 30 30 24 36 34 54 Developing 

Deployment & Integration 27 
Teaching, Learning, Research 

and Portfolios 33 51 54 29 22 47 Using 
Getting Started,  

Awareness and Advocacy 20 

Expand Solutions 20 11 9 17 17 22 Growing 
Leadership and Future Design,  

Supporting and Training 22 24 36 39 28 15 Beyond 
Pre-Conference Session, 

General Session etc. 25 18 19 16 

合計 130 134 142 137 148 138 

DevelopingおよびUsingに関するセッション数は昨年度と大き
な変化はなかった． 
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プロジェクト別セッション割合 

Sakai 関連が約半数を占めている． 

Sakai 
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Ja Sakai Activity 

i18nリーダとのプロジェクト会議 テクニカルデモ 

セッション 
Looking Back and Looking Forward: 
Twenty Years of Internationalization 
of Apereo Projects  
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TMXプロジェクトとは？ 

 背景 
大学でのオープンソースソフトウェア（OSS）の利用が拡大 
 問題点： 各OSSで独立に翻訳を実施するため訳が不統一 

 OSS間で共通に利用できる翻訳メモリが必要 

 TMXプロジェクトの目的 
大学向けOSS共通翻訳メモリの開発 
 大学特有の訳語を抽出・選別する 
 高品質かつ汎用性の高い共通翻訳メモリを目指す 
◦ Sakai CLE, Moodle, Mahara を対象として利用 

大学向けOSS翻訳へのコミュニティ翻訳（Transifex）の導入 
 複数大学間での連携した翻訳作業を実現 
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TMXで目指すコミュニティ翻訳 

Sakai CLE リポジトリ 

R1 

Transifex 

翻訳リソースを同期 

翻訳リソースを同期 

コミュニティ翻訳 

常に最新のリソースを複数人で翻訳 

英語版で開発 

R2 追加，更新，削除 

R3 追加，更新，削除 

R4 追加，更新，削除 

R∞ 追加，更新，削除 
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TMXプロジェクトの計画 
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共通 
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http://www.php.net/
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http://www.php.net/


国際連携プロジェクト 

“Update on ePortfolios Using Sakai” セッション 
Portfolios for the Future of Sakai 
コミュニティにおける将来の eポートフォリオシステム 
 アドホックグループで検討 

– リーダ: Three Canoes 社の Janice A. Smith 博士 
– 参加大学: HEC Montreal, Virginia Tech, 京都大学等 
– 定期的な Skype 遠隔会議 

 概要 
– HEC Montreal のeポートフォリオシステム WADベース 
– 京都大学新大学院「思修館」における eポートフォリオ 

プロジェクトのeポートフォリオエンジンとしての採用 
– LTI による Sakai CLE との連携が可能 



KARUTA 
A new apereo incubator project (予定) 

Karuta (カルタ金) was a type of 
armour worn by samurai 
warriors and their retainers 
during the feudal era of Japan. 
The word karuta comes from the 
Portuguese word meaning 
"card", (carta) as the small 
square or rectangular plates that 
compose the armour resemble 
traditional Japanese playing 
cards. http://www.japanese-

armor.com/Takeda-Shinten-
Daiymo-Armor.html For More Info: http://bit.ly/JmsLDw 



18 Projects in Incubation 
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Learning Technologies 
ePortfolio Initiative at VT 

• ePortfolio Initiative 
– 最新技術の評価および 
教育や研究の現場への 
活用の検証を行っている  
Learning Technologies  
の中に組織された 
ePortfolio の専門チーム 

• ｅポートフォリオシステムには 
Sakai OSPを活用 

• VT は Sakai コミュニティの 
中でも最もｅポートフォリオの 
活用が進んでいる大学の一つ 
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VTが開発中のOSPの拡張機能 
eP Composer 

主な機能 
• 直感的なUI 
• ページタイプの切り替えや 
タイトルの編集，ページの順番の変更 

• ポートフォリオのテーマ(スタイルや 
バナー画像，ロゴ，ヘッダーテキスト) の変更 

• 2種類のマトリックスの表示スタイル 
(リストスタイルとテーブルスタイル) 

• フォトギャラリ 
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OSPテンプレートによる 
ｅポートフォリオの作成 

Matrices 

Wizards 

Forms 

Resources 

Portfolios 

Portfolio Templates 

XML HTML XSLスタイルシート ブラウザ 

変換 

Portfoliosツール（テンプレート） 
 リソースやフォーム、マトリックスなどの 

データを使って、自動的にWebページを生成 

入力部 変換部 表示部 
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eP Composer デザインモデル 

システムxslt 

JS ライブラリ 

テーマライブラリ 

XMLスキーマ 

フォームレンダラ 

プレゼンテーション 
レンダラ 

テーマリスト 

ユーザー 
バナー/ロゴ 

ポートフォリオ 
コンポーザ 

ポートフォリオ 
コンポーザ 
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UI 
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ページの編集 
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Lanyrdの概要 

• アカデミックイベントを
Webで管理できるウ
サービス 

• イベントの開催時期、
場所、プログラム、参
加者、twitterのハッ
シュタグなどを掲載 

• Open Apereoは2013
から公式に利用開始 
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カンファレンスのスケジューラ 
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Lynyrdで参加予定セッ

ションを選んでおくと、ス
ケジュールページでは参
加予定のセッションの部
分の色の色が変わるの
で、わかりやすい。 
また、このカレンダーは
iCal形式での出力ができ
る。 
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ユーザの個人ページ 

そのユーザーの発表セッションや過
去の発表時の資料などの情報がわ
かる。 
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メリット 
• 運営側 

– プログラムページやスケジューラ機能を簡単に作成
できる。 

– 各セッションの情報や資料などの保存・管理が簡単。 
– セッションなどへの参加人数をあらかじめ把握できる。 

 
• ユーザー側 

– 自分の参加予定セッションの管理がしやすい。 
– 関心のある発表者の他の発表などの情報を入手し
やすい。 

– 関心のあるテーマの発表や、そのテーマの研究者の
情報を入手しやすい。 
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